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　　ともにつくろう輝く 昭和村の実現へ
（前年度比5.5％減）

繰入金
64,438
（13.5％）

村税
119,485
（25.0％）

地方交付税
157,400
（32.9％）

自主財源
43.1％歳入

47億8,100万円
依存財源
56.9％

諸収入…1,558（0.3％）

繰越金…3,000（0.6％）
その他（使用料及び手数料など）…

2,228（0.5％）
その他（使用料及び手数料など）…

2,228（0.5％）

交付金（地方消費税交付金など）
…19,290（4.0％）

国庫支出金
30,886
（6.5％）

地方譲与税…10,990（2.3％） 村債…10,310（2.2％）

県支出金
42,998
（9.0％）

分担金及び負担金…1,593（0.3％）

財産収入…
3,924（0.8％）

寄附金…
10,000（2.1％）

歳入
　令和８年度予算は、人口減少対策・子育て支援を力強く進め「ともにつくろう 輝く昭和村」の実現を目指した予算構成になっています。限られた財源を有
効に活用するとともに、将来を見据えた持続可能な行財政を前提に、統合小中学 校基本計画策定業務・道の駅「旬采館」実施設計・猫の不妊去勢手術補助・小
中学校特別教室エアコン設置・除雪車購入などに取り組むことを承認しました。

予算総額 4747億 8,1008,100万円

特別会計予算
総額 22億44万円

国民健康保険特別会計� 12億4,441万円
介護保険特別会計（65歳以上）� ８億1,203万円
後期高齢者医療特別会計（75歳以上）�１億4,400万円

（前年度比2.2％増）

一般会  計予算
　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

自主財源
村が独自に確保できるお
金。村税、繰入金など。
村税
村民税や固定資産税、軽
自動車税など。
繰入金
基金を取りくずして繰り
入れるお金。
依存財源
国や県の判断により割り
当てられるお金。地方交
付税や村債など。
地方交付税
ある一定の基準で国が市
町村に支給するお金。
地方譲与税
国税として徴収したもの
を、市町村に対して譲与
するお金。
国庫支出金
国から市町村へ特定の事
業に対して支給されるお
金。
県支出金
県から市町村へ特定の事
業に対して支給されるお
金。
村債
事業を行うために村が借
りるお金。

公営企業会計予算　（単位：万円）
公営企業会計 本年度予算額

収入 支出

簡易水道事業 収益的 17,376 17,376
資本的 2,390 5,439

下水道事業 収益的 26,089 26,089
資本的 13,031 19,571

※支出に対する収入不足は補てん財源で補います。
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　　ともにつくろう輝く 昭和村の実現へ

重点事業ピックアップ
子育て・教育分野
　◦統合小中学校基本計画策定業務
　◦小中学校特別教室エアコン設置
　◦地域クラブ活動支援補助金（部活動地域展開）
　◦スクールバス運行事業
　◦５歳児オンライン診療
保健・医療・福祉分野
　◦ＲＳウイルス定期接種事業
　◦帯状疱疹ワクチン定期接種事業
生活基盤分野
　◦新築住宅・住宅リフォーム補助事業

生活環境分野
　◦猫の不妊又は去勢手術費補助事業
　◦除雪車購入
産業分野
　◦大地からの贈り物をたくさん食べよう事業
　◦赤城西麓土地改良事業（敷島1－2地区）
共生・協働・行財政分野
　◦緑の大地ふるさと昭和特産品返礼事業
　◦村議会議員選挙

歳出
47億8,100万円

民生費
133,606
（27.9％）

公債費
26,703
（5.6％）

衛生費
33,536
（7.0％）

総務費
89,606
（18.7％）

教育費
49,804
（10.4％）

消防費
21,762
（4.6％）

土木費
29,942
（6.3％）

その他…754（0.2％）

農林水産業費
76,139
（15.9％）

商工費…7,665（1.6％）
議会費…8,583（1.8％）

歳出
　令和８年度予算は、人口減少対策・子育て支援を力強く進め「ともにつくろう 輝く昭和村」の実現を目指した予算構成になっています。限られた財源を有
効に活用するとともに、将来を見据えた持続可能な行財政を前提に、統合小中学 校基本計画策定業務・道の駅「旬采館」実施設計・猫の不妊去勢手術補助・小
中学校特別教室エアコン設置・除雪車購入などに取り組むことを承認しました。

予算総額 4747億 8,1008,100万円令和８年度

予算

一般会  計予算
　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

議会費
村議会運営の経費や議員
報酬など。
総務費
人件費や事務費、微税費、
戸籍費、選挙費など。
民生費
社会福祉費や児童福祉
費、老人福祉費など。
衛生費
ワクチン接種費や子保健
事業、ゴミ処理のための
経費など。
農林水産業費
農林業の振興や鳥獣害対
策、土地改良事業などの
経費。
土木費
村道や橋梁の整備、砂防
工事、除雪費用など。
消防費
消防・防災施設整備の経
費（消防団の運営など）。
教育費
小中学校の管理費、講演
会・各種スポーツ大会な
どの経費、給食費など。
公債費
事業をするために借り入
れた村債の元金・利子の
返済金。
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３月定例会

人
事

昭
和
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
同
意

　
青
木
美
穂
子
氏
の
任
命
に
同

意
。

諮
問

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
諮
問
さ
れ
た
湯
澤
泰
子
氏
の

推
薦
を
承
認
。

条
例
改
正

昭
和
村
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
自
然
災

害
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
方
の
遺

族
に
対
す
る
災
害
弔
慰
金
の
支

給
や
重
度
の
障
害
を
受
け
た
方

に
見
舞
金
の
支
給
を
行
う
。

昭
和
村
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
利
用
乳
児
等
の
心
身
の
健
や

か
な
育
成
を
確
保
し
、
質
の
高

い
乳
児
等
通
園
支
援
を
提
供
で

き
る
体
制
を
確
立
。

昭
和
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
引
き

上
げ
ら
れ
た
期
末
・
勤
勉
手
当

を
６
月
期
と
12
月
期
に
平
準

化
。
通
勤
手
当
に
月
額
５
千
円

を
超
え
な
い
範
囲
で
、
必
要
に

応
じ
て
駐
車
場
等
の
料
金
を
支

給
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
合

計
２
本
の
条
例
改
正
。

昭
和
村
福
祉
医
療
費
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

医
療
機
関
の
窓
口
に
お
い

て
、
受
給
資
格
者
の
資
格
確
認

を
す
る
際
に
、
受
給
資
格
者
証

に
加
え
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
用
い
て
資
格
情
報
を

確
認
す
る
方
法
を
追
加
。

昭
和
村
小
口
資
金
融
資
促
進
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
小
口
資
金
の
借
換
制
度
に
つ

い
て
、
適
用
期
間
を
令
和
９
年

３
月
31
日
に
１
年
間
延
長
。

昭
和
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
資
産
割
の
税
率
を
段
階
的
に

引
き
下
げ
、
令
和
８
年
度
の
医

療
分
の
税
率
を
10
％
か
ら
５
％

に
改
正
。補

正
予
算

令
和
７
年
度
昭
和
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）

　
４
億
２
６
６
万
８
千
円
増
額

総
額

　
61
億
５
，
４
３
４
万
円

　
緑
の
大
地
ふ
る
さ
と
し
ょ
う

わ
基
金
積
立
、
群
馬
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
市
町
村
負

担
金
返
還
金
、
体
育
施
設
等
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
事
業
実
績
、
除
雪

費
、
学
校
建
築
基
金
に
積
み
立

て
等
。

令
和
７
年
度
昭
和
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）

　
７
，
０
５
４
万
７
千
円
減
額

総
額

　
12
億
１
，
３
４
６
万
７
千
円

　

療
養
諸
費
、
高
額
療
養
費
、

出
産
育
児
諸
費
な
ど
。

令
和
７
年
度
昭
和
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）

　
４
，
６
８
９
万
５
千
円
減
額

総
額

　
８
億
１
，
１
０
６
万
円

　
介
護
給
付
費
及
び
地
域
支
援

事
業
、
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
な
ど
。

令
和
７
年
度
昭
和
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
２
１
７
万
円
減
額

総
額

　
１
億
２
，
２
４
９
万
円

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
、
保
健
基
盤
安
定
負
担

金
、人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
な
ど
。

　今定例会は、３月５日から17日までの13日間の会期で開催され、令和８年度予算を含む計26件（承
認３件、議案22件、諮問１件）の議案をいずれも原案のとおり可決。また、７人の議員が一般質問をし、
村の姿勢を問いました。

（森下中組）（森下中組）（追分）（追分）
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令
和
７
年
度
昭
和
村
簡
易
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）

収
益
的
収
支（
料
金
・
維
持
管
理
費
な
ど
）

収
入

　
７
６
２
万
９
千
円
減
額

支
出

　
３
１
４
万
７
千
円
減
額

収
入
合
計

　
１
億
６
，
５
８
９
万
８
千
円

支
出
合
計

　
１
億
６
，
９
５
７
万
１
千
円

資
本
的
収
支（
施
設
改
修
費
な
ど
）

収
入

　
68
万
２
千
円
増
額

支
出

　
３
８
０
万
円
減
額

収
入
合
計

　
４
，
４
２
２
万
９
千
円

支
出
合
計

　
４
，
９
７
３
万
２
千
円

　
新
規
加
入
者
負
担
金
、
配
水

管
敷
設
工
事
費
な
ど
。

令
和
７
年
度
昭
和
村
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

収
益
的
収
支（
料
金
・
維
持
管
理
費
な
ど
）

収
入

　
８
７
１
万
２
千
円
減
額

支
出

　
９
７
４
万
１
千
円
減
額

収
入
合
計

　
２
億
５
，
９
７
９
万
９
千
円

支
出
合
計

　
２
億
５
，
６
６
４
万
５
千
円

資
本
的
収
支（
施
設
改
修
費
な
ど
）

収
入

　
１
，
０
２
８
万
６
千
円
減
額

支
出

　
９
２
５
万
７
千
円
減
額

収
入
合
計

　
１
億
４
，
８
９
２
万
４
千
円

支
出
合
計

　
１
億
９
，
４
８
０
万
９
千
円

　
農
業
集
落
排
水
処
理
場
、
浄

化
槽
委
託
料
な
ど
。

承
認（
専
決
処
分
）

令
和
７
年
度
昭
和
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）　

　
１
億
３
，
８
５
０
万
５
千
円

追
加
。

総
額

　
57
億
４
，
３
９
２
万
９
千
円

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
、
物
価
高

対
応
子
育
て
応
援
手
当
支
給
事

業
、
村
民
一
人
に
つ
き
１
万
円

分
の
昭
和
村
商
品
券
配
布
な

ど
。

令
和
７
年
度
昭
和
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）　

　
７
７
４
万
３
千
円
追
加
。

総
額

　
57
億
５
，
１
６
７
万
２
千
円

衆
議
院
議
員
総
選
挙
費
用
。

和
解
及
び
損
害
補
償
の
決
定　

　
令
和
７
年
11
月
14
日
、
糸
井

地
内
に
お
い
て
、
走
行
中
の
車

に
倒
木
が
あ
た
り
、
当
該
車
両

を
破
損
し
た
事
故
に
よ
る
損
害

補
償
。

そ
の
他

昭
和
村
公
の
施
設（
道
の
駅
あ

ぐ
り
ー
む
昭
和
）の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　
道
の
駅
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
の

管
理
運
営
を
、
引
き
続
き
令
和

11
年
３
月
31
日
ま
で
、
㈱
あ
ぐ

り
ー
む
昭
和
に
指
定
す
る
。

昭
和
村
公
の
施
設（
昭
和
村
農

産
物
加
工
所「
飛
躍
」）の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
農
産
物
加
工
所「
飛
躍
」の
管

理
運
営
を
、
引
き
続
き
令
和
11

年
３
月
31
日
ま
で
、
昭
和
村
さ

く
ら
工
房
に
指
定
す
る
。

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
村
内
の
５
つ
の
地
域
が
辺
地

に
該
当
し
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
総
合
整
備
計
画
を
策

定
し
、
辺
地
対
策
事
業
債
を
活

用
し
な
が
ら
道
路
、
水
道
施
設

の
整
備
、
除
雪
機
械
の
購
入
を

進
め
る
。

辺
地
っ
て
？

　
駅
や
停
留
所
、
学
校
、
医
療

機
関
、
郵
便
局
、
市
役
所
等
ま

で
の
最
短
の
距
離
な
ど
か
ら
点

数
を
算
定
し
、
指
定
さ
れ
た
地

域
の
総
合
整
備
計
画
を
策
定
す

る
と
道
路
や
医
療
、
教
育
な
ど

の
環
境
整
備
に
有
利
な
地
方
債

を
活
用
で
き
る
。

　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
が
導
入
さ

れ
、
路
線
バ
ス
の
定
期
便
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
り
対
象
地
が

増
え
た
。

ポ
イ
ン
ト

道の駅あぐりーむ 昭和道の駅あぐりーむ 昭和農産物加工所「飛躍」農産物加工所「飛躍」

除雪車の購入にも活用除雪車の購入にも活用
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提出された議案等と賛否一覧
※○は賛成　　●は反対　　　※議長は、採決に加わらない。

堤　
宏
康

佐
藤
好
美

林　
栄
一

倉
沢
つ
か
さ

林　
勝
美

阿
部
孝
司

片
柳
悦
夫

藤
井
貞
充

林　
幸
司

加
藤　
生

沢
浦
典
子

永
井
一
行

第１回定例会 （令和８年３月５日〜17日）
承認１号 専決処分事項の承認を求めることについて令和７年度昭和村一般会計補正予

算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

承認２号 専決処分事項の承認を求めることについて令和７年度昭和村一般会計補正予
算（第５号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

承認３号 専決処分事項の承認を求めることについて和解及び損害賠償額の決定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案１号 昭和村災害弔慰金の支給等に関する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

議案２号 昭和村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

議案３号 昭和村職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案４号 昭和村福祉医療費支給に関する条例の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案５号 昭和村小口資金融資促進条例の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案６号 昭和村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案７号 昭和村公の施設（道の駅あぐりーむ昭和）の指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案８号 昭和村公の施設（昭和村農産物加工所「飛躍」）の指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案９号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案10号 令和７年度昭和村一般会計補正予算（第６号）について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案11号 令和７年度昭和村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案12号 令和７年度昭和村介護保険特別会計補正予算（第３号）について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案13号 令和７年度昭和村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案14号 令和７年度昭和村簡易水道事業会計補正予算（第３号）について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案15号 令和７年度昭和村下水道事業会計補正予算（第３号）について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案16号 令和８年度昭和村一般会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ー
議案17号 令和８年度昭和村国民健康保険特別会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案18号 令和８年度昭和村介護保険特別会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案19号 令和８年度昭和村後期高齢者医療特別会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案20号 令和８年度昭和村簡易水道事業会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案21号 令和８年度昭和村下水道事業会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
議案22号 昭和村教育委員会委員の任命同意について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
諮問１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

みなさんからの請願・陳情みなさんからの請願・陳情
自　平成26年12月２日　至　平成27年５月27日自　令和７年11月21日　　至　令和８年２月18日

受理
番号

受　理
年月日 件　　　　　名 請願・陳情者 紹介議員

氏　　名
付　託
委員会

審議
結果

45 R7.12.9 住宅上段の畑からの泥水等の流出を防ぐ改善の
要望を求める請願書

鎌沢区長　　　　澤浦昌宏
鎌沢副区長　　　齋藤鉄也
橡久保区長（北）　佐々木光行
橡久保区長（南）　青木昭博

沢浦典子 文教 
産建 採択

47 R8.1.23 村道大坂中野線の道路再舗装工事のお願い 
（中野バス停から上中野集落入口まで） 中野区長　見城邦夫 片柳悦夫 文教 

産建 採択

48 R8.2.5 mRNAワクチン（レプリコンワクチンを含む）
接種事業の中止の意見書提出を求める陳情書 群馬県有志の会代表　武井俊樹 総務 

民生
不採
択

49 R8.2.9 昭和村総合運動公園多目的グラウンドの人工芝
化に関する請願書

昭和村サッカー協会会長　　　  竹内敏昭
昭和村スポーツ推進委員　　　  桒原孝明
昭和村スポーツ協会サッカー部部長　和南城寿
昭和村スポーツ少年団ＦＣ昭和代表　藤井吉治

佐藤好美 文教 
産建

継続 
審査

50 R8.2.10
新宿区において顕在化した事例を受けて、政党
機関紙の庁舎内勧誘行為に関する早期の実態把
握と再発防止を求める陳情

政党機関紙の庁舎内勧誘の自粛を
求める群馬県民の会　上田寿江

総務 
民生

不採
択

51 R8.2.17
国「重要伝統的建造物群保存地区」選定を目指
し、養蚕集落を制度に基づく保存地区選定に関
する請願書

（仮称）昭和村の集落景観を愛する
会代表　高橋明宏 佐藤好美 総務 

民生
趣旨 
採択

52 R8.2.17 生越地区村道坂之上境塚線舗装改良工事を求め
る請願書 生越区長　星野正志 林　勝美 

林　幸司
文教 
産建

趣旨 
採択

53 R8.2.17 生越清水地区の道路舗装排水対策を求める請願
書 生越区長　星野正志 林　勝美 

林　幸司
文教 
産建

趣旨 
採択
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議
会
全
員
協
議
会

１
月
12
日

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
事
業
に
つ
い

て
　
昭
和
村
商
品
券
を
１
人
あ
た

り
１
万
円
分
配
付
、
上
下
水
道

基
本
料
金
免
除
に
活
用
す
る
旨

の
説
明
を
受
け
協
議
す
る
。

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当

支
給
事
業
に
つ
い
て

　
18
歳
以
下
の
児
童
１
人
に
つ

き
２
万
円
を
支
給
す
る
事
業
で

所
得
制
限
な
し
、
原
則
申
請
は

不
要
と
の
説
明
を
受
け
協
議
す

る
。

道
の
駅
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和「
旬

菜
館
」の
増
設
計
画
に
つ
い
て

　
来
客
数
増
加
に
よ
り
、
売
場

ス
ペ
ー
ス
が
手
狭
と
な
っ
て
い

る
。
過
去
に
増
設
を
検
討
し
た

が
、
現
在
の
建
物
の
構
造
上
、

必
要
な
面
積
を
確
保
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
新
設
も
含
め
た
計

画
案
の
策
定
を
す
る
旨
の
説
明

を
受
け
協
議
す
る
。

１
月
28
日

第
８
・
９
・
10
回
昭
和
村
統
合

小
中
学
校
推
進
協
議
会
の
報
告

に
つ
い
て

　
１
月
・
２
月
・
３
月
に
開
催
し
た
全
員
協
議
会
で
の

協
議
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
建
設
候
補
地
の
選
定
方
法
と

基
準
、
関
連
法
令
に
つ
い
て
説

明
。
ま
た
、
候
補
地
の
現
地
調

査
を
実
施
し
、
評
価
シ
ー
ト
を

活
用
し
て
絞
り
込
み
を
行
う
ほ

か
、
先
進
地
の
視
察
を
検
討
し

て
い
る
旨
の
説
明
を
受
け
る
。

婚
姻
者
記
念
植
樹
事
業
の
廃
止

に
つ
い
て

　
参
加
者
の
減
少
、
植
樹
場
所

の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
廃
止
を
決
定
。
今
後
の
管
理

は
関
係
各
課
で
連
携
し
て
進
め

る
旨
の
説
明
を
受
け
協
議
す
る
。

２
月
24
日

第
11
回
昭
和
村
統
合
小
中
学
校

推
進
協
議
会
の
報
告

　
昭
和
中
学
校
の
浸
水
想
定
区

域
の
国
と
県
の
基
準
の
違
い
や
、

建
設
候
補
地
別
の
建
設
費
用
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
る
。

国
保
に
関
わ
る
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
金
に
つ
い
て

　
全
世
代
や
企
業
、
団
体
な
ど

の
社
会
全
体
の
負
担
分
を
財
源

と
し
て
子
育
て
世
帯
を
支
援
す

る
た
め
、
全
て
の
公
的
医
療
保

険
加
入
者
が
対
象
で
保
険
料
と

併
せ
て
徴
収
さ
れ
る
旨
の
説
明

を
受
け
協
議
す
る
。

道
の
駅
テ
ナ
ン
ト
出
展
者
募
集

に
つ
い
て

　
あ
ぐ
り
ー
む
館
食
堂
を
改
築

し
、
新
た
な
テ
ナ
ン
ト
出
店
者

３
社
の
募
集
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
協
議
す
る
。

利
根
沼
田
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
負
担
金
の
割
合
に
つ
い
て

　
施
設
建
設
費
に
か
か
る
経

費
を
平
均
割
17
・
５
％
、
人
口

割
82
・
５
％
で
按
分
し
た
額
に

本
村
負
担
分
の
負
担
割
合
か
ら

算
出
す
る
と
約
６
億
７
千
万
円

と
説
明
を
受
け
協
議
す
る
。

※
商
品
券
の
有
効
期
限
は

※
商
品
券
の
有
効
期
限
は

　
令
和
８
年

　
令
和
８
年
1010
月月
3131
日
ま
で

日
ま
で

３
月
13
日

認
定
農
業
者
育
成
資
金
利
子
助

成
金
交
付
要
綱
等
の
改
正
に
つ

い
て

　
利
子
助
成
の
対
象
と
な
る
資

金
の
上
限
額
を
個
人
１
億
円
、

法
人
３
億
円
と
新
た
に
設
定
す

る
ほ
か
、
金
融
機
関
の
指
定
が

廃
止
さ
れ
た
旨
の
説
明
を
受
け

協
議
す
る
。

昭
和
村
猫
の
不
妊
又
は
去
勢
手

術
費
補
助
金
交
付
要
綱
に
つ
い

て
　

飼
養
管
理
し
て
い
る
猫
で
、

原
則
、
１
年
度
に
つ
き
１
世
帯

３
匹
を
限
度
に
、
１
匹
に
つ
き

不
妊
手
術
５
千
円
、
去
勢
手
術

３
千
円
を
補
助
す
る
旨
の
説
明

を
受
け
協
議
す
る
。

改築を終えたあぐりーむ館改築を終えたあぐりーむ館

適正な飼育で野良猫減少へ適正な飼育で野良猫減少へ
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今
後
に
つ
い
て
、「
第
２
保

育
園
と
合
併
し
て
も
園
舎
に
余

裕
が
あ
る
こ
と
。
最
大
１
１
０

名
受
け
入
れ
可
能
な
こ
と
。
園

児
が
増
え
る
こ
と
で
活
発
な
活

動
が
期
待
で
き
る
こ
と
。」等
の

説
明
も
あ
っ
た
。

　
視
察
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
活
動
や
健
や

か
な
お
昼
寝
。

　
ま
た
、
園
児
と
優
し
く
真
剣

に
向
き
合
う
保
育
士
さ
ん
の
ひ

た
む
き
な
姿
が
強
く
心
に
残
っ

た
。「
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
施

策
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
か
」改
め
て
問
題
提
起
さ

れ
た
。

　
３
月
12
日
に
総
務
民
生
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
請
願
等
に

つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

総務民生常任委員会

請願等を審査　１件趣旨採択、２件不採択、村内３保育園を視察
村政一般、庶務、民生、保健、他の委員会に属さない事項を所管

審
　
　
　
査

「
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン（
レ
プ
リ

コ
ン
ワ
ク
チ
ン
を
含
む
）接
種

事
業
の
中
止
の
意
見
書
提
出
を

求
め
る
陳
情
書
」を
不
採
択

　
各
種
予
防
接
種
の
副
反
応
に

は
個
人
差
が
あ
り
、
各
個
人
の

判
断
に
よ
っ
て
接
種
を
決
定
す

る「
任
意
接
種
」と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
全
会
一
致
で
不
採

択
と
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

「
新
宿
区
に
お
い
て
顕
在
化
し

た
事
例
を
受
け
て
、
政
党
機
関

紙
の
庁
舎
内
勧
誘
行
為
に
関
す

る
早
期
の
実
態
把
握
と
再
発
防

止
を
求
め
る
陳
情
」を
不
採
択

　
庁
舎
内
で
の
政
党
機
関
紙
の

勧
誘
行
為
や
議
員
か
ら
の
心
理

的
圧
力
を
感
じ
て
い
る
職
員
の

有
無
に
つ
い
て
総
務
課
に
確
認

し
た
と
こ
ろ「
な
い
」と
の
こ
と

か
ら
、
全
会
一
致
で
不
採
択
と

す
べ
き
も
の
と
し
た
。

「
国『
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
』選
定
を
目
指
し
、
養

蚕
集
落
を
制
度
に
基
づ
く
保
存

地
区
選
定
に
関
す
る
請
願
書
」

を
趣
旨
採
択

　
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
該
当

す
る
建
造
物
の
所
有
者
や
保
存

地
区
内
の
住
民
等
に
対
し
て
、

一
定
の
制
約
が
生
じ
る
こ
と
や

個
別
の
同
意
が
必
要
と
な
る
こ

と
な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
賛
成
多
数
で
趣
旨
採
択
と

す
べ
き
も
の
と
し
た
。

視
察
研
修

村
内
３
保
育
園
視
察

　

本
常
任
委
員
会
の
冒
頭
で
、

村
長
よ
り「
少
子
化
に
伴
い
、

令
和
９
年
度
に
向
け
て
、第
１
、

第
２
保
育
園
の
統
合
を
目
指

す
。」旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。
現

状
と
今
後
の
見
通
し
を
把
握
す

る
た
め
に
視
察
研
修
を
実
施
し

た
。

①
子
育
保
育
園（
令
和
７
年
度

末
入
所
者
数
84
名
）

　
「
平
成
18
年
は
１
１
７
名
の

入
所
者
が
い
た
こ
と
。
令
和
６

年
４
月
よ
り
、
利
用
定
員
80
人

規
模
に
な
っ
た
こ
と
。」の
説
明

を
受
け
た
。

　
ま
た
、「
物
価
上
昇
に
伴
い
、

光
熱
費
、
消
耗
品
費（
お
て
ふ

き
、
ペ
ー
パ
ー
類
）や
食
材
費

の
負
担
が
増
加
し
て
お
り
、
民

間
保
育
園
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
国
、
県
、
村
か
ら
の
限
ら

れ
た
補
助
金
の
中
で
の
運
営
は

大
変
で
あ
る
。」旨
の
説
明
も

あ
っ
た
。

②
第
２
保
育
園（
令
和
７
年
４

月
入
所
者
数
17
名
）

　
「
４
・
５
歳
児
が
10
月
ま
で

は
１
ク
ラ
ス
で
、
10
月
以
降
は

就
学
に
向
け
て
５
歳
児
を
分
け

て
い
る
こ
と
。
第
１
保
育
園
と

合
同
で
、
行
事
等
を
行
う
こ
と

も
あ
る
こ
と
。」の
説
明
を
受
け

た
。

　

ま
た
、「
施
設
の
老
朽
化
の

こ
と
。
園
児
数
の
減
少
も
あ

り
、
集
団
生
活
へ
の
対
応
を
心

配
し
、
保
護
者
か
ら
合
併
の
声

も
聞
か
れ
る
こ
と
。」等
の
説
明

も
あ
っ
た
。

③
第
１
保
育
園（
令
和
８
年
３

月
入
所
者
78
名
）

　
「
地
域
子
育
支
援
セ
ン
タ
ー

（
本
年
度
77
親
子
の
利
用
）や
一

時
保
育
事
業
の
利
用
状
況
。
平

成
18
年
に
保
育
定
員
を
１
０
０

名
に
し
、
現
状
余
裕
が
あ
る
こ

と
。」の
説
明
を
受
け
た
。

園長から説明を受ける（第一保育園）園長から説明を受ける（第一保育園）
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が
生
じ
て
い
る
た
め
、
豪
雨
時

に
は
雨
水
が
浸
透
し
、
舗
装
が

浮
き
上
が
る
危
険
性
が
あ
る
と

の
説
明
を
受
け
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
賛
成
多

数
で
趣
旨
採
択
す
べ
き
も
の
と

し
た
。

「
生
越
清
水
地
区
で
の
道
路
舗

装
排
水
対
策
を
求
め
る
請
願

書
」を
趣
旨
採
択

　
清
水
地
区
の
赤
線
道
路
に
つ

い
て
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
り

上
流
部
か
ら
雨
水
が
あ
ふ
れ
出

し
、
既
存
の
排
水
溝
へ
流
れ
込

ま
ず
に
、
隣
接
の
住
宅
へ
流
れ

込
む
被
害
が
発
生
し
て
い
る
と

の
説
明
を
受
け
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
賛
成
多

数
で
趣
旨
採
択
す
べ
き
も
の
と

し
た
。所

管
事
務
調
査

松
食
い
虫
防
除
対
策

事
業
は
。

答　
【
産
業
課
】

　
総
合
運
動
公
園
付
近
と
、
追

分
住
民
セ
ン
タ
ー
内
、
記
念
碑

周
り
の
松
を
残
す
予
定
。

　
３
月
11
日
に
文
教
産
建
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
請
願
５
件
に

つ
い
て
、
現
地
調
査
を
行
い
、
状

況
等
を
確
認
し
審
査
し
ま
し
た
。

審
　
　
　
査

「
住
宅
上
段
の
畑
か
ら
の
泥
水

等
の
流
出
を
防
ぐ
改
善
の
要
望

を
求
め
る
請
願
書
」を
採
択　

　
豪
雨
時
に
上
段
の
畑
か
ら
土

砂
や
泥
水
が
大
量
に
住
宅
へ
流

れ
込
み
、
土
砂
崩
れ
の
危
険
性
が

あ
る
た
め
、
安
心
し
た
生
活
が
で

き
な
い
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
全
会
一

致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

「
村
道
大
坂
中
野
線
の
道
路
再

舗
装
工
事
の
お
願
い
」の
請
願

を
採
択

　
本
路
線
は
中
野
区
の
生
活
道

文教産建常任委員会

請願5件を審査、採択2件・継続審査1件、趣旨採択2件
教育、産業、経済、土木、建設、簡易水道、農業集落排水などに関する事項を所管

路
や
農
作
業
用
道
路
と
し
て
多

く
の
住
民
が
利
用
し
て
い
る
が
、

水
道
管
や
農
業
用
管
路
の
埋
設

工
事
に
伴
う
補
修
の
み
で
、
路

面
に
ひ
び
割
れ
や
損
傷
が
発
生

し
、
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
全
会
一

致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

「
昭
和
村
総
合
運
動
公
園
、
多

目
的
グ
ラ
ン
ド
の
人
工
芝
に
関

す
る
請
願
書
」を
継
続
審
査

　
人
工
芝
化
に
よ
る
ケ
ガ
防
止

な
ど
の
安
全
性
向
上
、
天
候
に

左
右
さ
れ
な
い
利
用
、
雑
草
対

策
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流

人
口
の
増
加
な
ど
、
村
の
活
性

化
に
も
繋
が
る
旨
の
説
明
を
受

け
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
人
工
芝

化
の
利
用
方
法
や
、
費
用
対
効

果
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
調

査
・
研
究
が
必
要
と
判
断
し
、

賛
成
多
数
で
、
継
続
審
査
と
す

べ
き
も
の
と
し
た
。

「
生
越
地
区
村
道
坂
之
上
境
塚

線
舗
装
改
良
工
事
を
求
め
る
請

願
書
」を
趣
旨
採
択

　
や
や
傾
斜
の
あ
る
村
道
で
あ

り
、
舗
装
の
劣
化
が
進
み
亀
裂

住宅への泥水流出住宅への泥水流出

多
面
的
機
能
交
付
金

事
業
で
水
路
兼
道
路

の
補
修
は
可
能
か
。

答　
【
建
設
課
】

　
簡
易
な
穴
埋
め
程
度
の
補
修

で
あ
れ
ば
多
面
的
機
能
交
付
金

事
業
で
対
応
が
可
能
。
工
事
を

伴
う
大
規
模
な
も
の
は
小
規
模

農
村
整
備
事
業
で
対
応
を
検

討
。

Ａ
Ｌ
Ｔ（
英
語
指
導
助

手
）に
よ
る
、
一
般
村

民
対
象
の
英
語
教
室
の
開
催

は
。

答　
【
教
育
委
員
会
】

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
本
来

の
業
務
範
囲
の
み
の
契
約
。
英

会
話
教
室
等
は
、
社
会
教
育
の

中
で
対
応
を
検
討
す
る
。

問

問問

答
産
業
課

答
建
設
課

答
教
育
委
員
会
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１
月
11
日
、
今

年
二
十
歳
を
迎
え

た
53
人
が
式
典
に

参
加
。

　
級
友
や
恩
師
と

の
再
会
を
喜
び
笑

顔
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。

　

１
月
23
日
、

給
食
セ
ン
タ
ー

の
設
備
や
学
校

に
届
け
ら
れ
る

ま
で
の
流
れ
等

の
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
給
食

を
試
食
。
お
い

し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　１月１２日、村内企業や各団体関係者など約100人を招いて、
新年の挨拶を交わしました。

　
２
月
14
日
、
第
31
回
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催
さ
れ
、
村
内
企
業
、
利
根
沼
田
首
長
・
議
長
、

取
手
市
長
、
玉
村
町
長
・
議
員
の
皆
さ
ま
を
招
き
、
交

流
会
を
行
っ
た
の
ち
、
冬
の
花
火
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
２
月
13
日
、
県
町
村
議
会
議
長
会
に
お
い
て
、
加
藤

生
議
員
が「
町
村
議
員
と
し
て
15
年
以
上
在
職
し
功
労

の
あ
っ
た
者
」と
し
て
、
永
井
一
行
議
長
が「
議
会
の
運

営
及
び
地
域
の
振
興
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
者
」と
し

て
、
そ
れ
ぞ

れ
全
国
町
村

議
会
議
長
会

の
自
治
功
労

者
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　
加
藤
議
員

に
お
い
て
は

群
馬
県
知
事

よ
り
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

第
４
回
昭
和
村
は
た
ち
の
記
念
式
典

第
４
回
昭
和
村
は
た
ち
の
記
念
式
典

給
食
試
食
会

給
食
試
食
会

賀詞交歓会賀詞交歓会ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 全

国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

視　察・調　査・トピックス視　察・調　査・トピックス



令和７年度 議員出前懇談会
要望に対する回答

　議会を身近に感じてもらい、村民の意見を村政へ反映させることを目的に、村内６会場で実施
しました。皆さまからいただいた「ご意見」「ご要望」「お困りごと」の中には、長期間にわたり取り
組むべき事項も含まれておりますので、議会でも引き続き調査・研究を進めてまいりたいと考え
ております。今後とも村政発展のため、ご理解とご協力をお願いいたします。

開催日 開催場所 参加人数
１月20日（火） 赤城原区民館 4人
１月21日（水） 生越住民センター 23人
１月22日（木） ＪＡ南部支店 7人

１月26日（月） 地域活性化センター 10人
１月27日（火） 入原住民センター 6人
１月28日（水） 追分住民センター 12人
合　　計 ６会場 62人

総
務
課

意　見 防犯カメラの設置について、トラクターの盗難が多いので、警察署等と協議して効果がある場所へ本格
的な防犯カメラの設置をお願いしたい。また、周知することで抑止力としても期待ができる。

村回答 防犯カメラは、現在、村の出入り口や主要な幹線道路沿い、公共施設を含め33箇所に設置していますが、
犯罪の抑止力強化を図るため、関係機関と協議し計画的な増設と周知をしていきます。

意　見 自主防災組織について、組織を作ることはできるが、防災備品を保管する倉庫を確保できない。村で推
進している事業なので、防災倉庫等の初期投資の部分は村に負担してほしい。

村回答 自主防災組織の推進をしていくうえで、今後、防災倉庫の設置等の村補助金について協議していきます。

意　見
消防活動について、自主防災のためには消防団がなにより重要。
自主防災組織を作るにあたって、区長は毎年変わるので防災士が
いるとスムーズにできる。防災士の受講料が高いので資格を取り
やすくするようにするのも一つの方法。

村回答

災害に関する知識や技能を持つ防災士がいることで、自主防災組
織の設立、設立後の運営がスムーズになるため、防災士の資格取
得費用の助成について協議いたします。また、消防団の分団長経
験者は資格取得にあたり、試験等が免除される制度があるため、
消防団の会議等で周知いたします。

意　見
防災無線について、地区・場所によって全く聞こえないところがある。有事の際に必要なものであるの
だから、聞こえないところを調査し再配置していただきたい。また、緊急告知ＦＭラジオも連携して配
置できれば良い。

村回答 皆さんのご意見を参考に子局やスピーカーの増設、方向調整などを行っていきます。緊急告知ＦＭラジ
オの配置については、本体及び周辺機器を総務課で購入していただけます。

企
画
課

意　見 森下分譲地について、違った角度からもアピールをもっとした方がよい。また、信号で止まった車から
分かるサイズで問い合わせ先を設置したり、企業へも周知しても良いのではないか。

村回答
周知については、１月発行の上毛新聞の「ぐんま愛」に掲載、村内企業には、販売開始をした昨年５月に
案内をしております。また、東京での移住相談会やふるさと回帰支援センターで分譲地案内の周知をし
ています。今後も村内だけでなく、機会をみていろいろな場面で多くの人に触れるように工夫して参り
ます。

意　見 追分の松について、企画課で村木として登録されたが、どのような経緯で登録されたのか分からないの
で、説明文の入った看板を設置していただきたい。

村回答
名木の選定は、平成12年度の村づくり実行委員会の提言により、村づくり実行委員会で実施しています。
追分の松は平成22年度に選定したもので、看板は未設置となっておりますので、今後、看板設置の可
否や時期、記載内容について、村づくり実行委員会にて協議を行って参ります。

令和８年４月15日・第122号
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健
康
福
祉
課

意　見 保育園の統合について、小中学校の統合に併せて、保育園の統合も考えていく必要があるのではないか。

村回答
少子化の影響により、特に第二保育園の園児数が著しく減少しており、施設の老朽化も進んでいること
から、村立2園の統合を視野に入れた検討を開始いたします。今後、説明会やアンケート等を通じて保
護者等のご意見を伺い、子どもたちの未来にとって最善の形を共に模索してまいります。

意　見
子どもインフルエンザワクチン助成について、国では生後６ヶ月から13歳未満へのワクチン接種につ
いて２回を推奨しているので、２回目の接種を望んでいる保護者のために２回目についても助成金をお
願いしたい。

村回答

子どものインフルエンザの予防接種は「任意接種」となっており、任意接種は、行政として積極的に接種
を推奨しているものではなく、感染しないための予防方法を正しく啓発することが、重要な役割である
と考えております。子育て世代を支える村づくりという観点から、大変貴重なご意見と受け止めており
ますが、限られた財源の中で行政運営を行う必要があるため、行政本来の役割や世代間の公平性などを
踏まえながら、今後も行政運営を図っていきたいと考えております。

産
業
課

意　見 道の駅あぐりーむ昭和について、集客力が上がったことで旬菜館のレジが混み合っている。改善する考
えはあるのか。

村回答 現在の旬菜館では、手狭となっているため、売場等の増設は必要と考えています。更なる増築は難しい
ため、隣接地に増設する方向で、現在設計計画を進めております。早期に実施し改善を図っていきます。

意　見 竹林整備について、緑の県民税での竹林伐採後の管理は、２・３年目に集中して除草剤を散布しないと
元に戻ってしまうので、補助金の上乗せをお願いしたい。

村回答
竹林整備は、伐採後の適切な管理が重要であることは十分認識しており、継続的な下刈りや除草剤散布
等による管理作業が適切に行われることを、村としても望んでおります。管理経費については、わずか
ですが県の補助金単価が増額されたところですが、村の補助金上乗せについては、今後の制度運用や現
場の実情を確認しながら検討していきます。引き続きご協力をお願いいたします。

意見 現在の小型チッパーは導入から10年以上経過し処理能力が低いため、処理能力の高い最新の小型チッ
パーへ更新してほしい。

村回答 チッパーの更新については、導入から11年が経過し、故障や修理費用が増加している現状から、令和
８年度緑の県民基金事業において、中型チッパー２台を購入する計画書を県に提出しています。

意　見
ごみの収集ボックスについて、現在はコンテナにネットをかけた簡易的なものであるが、近隣では屋根
扉付きのボックスとなっている。ゴミ出しはマナー的な要素もあるが、屋根付きを検討してほしい。ま
た、資源ごみの回収頻度が少ないため、いつでもいける資源ごみステーションがあるとよい。

村回答

屋根付きごみ収集ボックスの設置は、村内101箇所とごみステーションが多く、設置や管理方法を行政
区と協議する必要があり、多額な購入費用がかかるため、今ある設備で動物等による散乱防止等の対策
を考えながら対応して参りたい。また、いつでも行ける資源ごみステーションの設置については、収集
場所、収集体制や不法投棄防止の観点から慎重な検討が必要となりますが、容器包装プラスチックにつ
いては、令和８年度から地域で行う資源ごみ回収日の他に毎月２回、ごみステーションでの回収も行う
ことといたしました。

意　見
ＪＲ東日本とＪＡ利根沼田との連携事業について、試験的に実施
したと聞いたが、実際の運用方法やどのような条件で利用ができ
るのか等、詳細な内容を説明する機会は設けられるのか。

村回答

ＪＲ東日本とＪＡ利根沼田との連携事業について、取り組みの主
なものは、１日単位でのＪＲ職員の副業として農作業支援を行う
「ｄａｙｗｏｒｋアプリ」の活用、新幹線の「はこビュン」を活用し
た首都圏エリアの主要駅においての野菜ＰＲ等を検討していま
す。今後協議が整い次第、広報等でお知らせいたします。

建
設
課

意　見
望郷ラインの標識・標示について、望郷ラインに繫がる道路に止まれの標識や標示がないため危険で、
大事故になる可能性が高いため対策をお願いしたい。また、南側の終点（赤城高原ＳＡの東）の交差点は
左折と右折の標示はあるが、直進はどちらの車線へ行って良いのか分からない。

村回答
比較的狭い道路から接続する交差点については、見通しの悪い場所など危険個所を確認しながら、村の
交通安全担当課とも協議し、注意喚起の看板の設置を検討していきます。また、望郷ライン南側終点の
交差点における直進矢印表示については、関係機関である沼田警察署とも協議を行い、必要な対応につ
いて確認いたします。

意　見 雨水対策について、生越外周や貝野瀬地区は大きな排水路がないため、たびたび大雨の影響を受けてい
る。多面的支払交付金では、認定道路のため改修できないので、小規模事業等を活用して整備してほしい。

村回答
令和８年度に小規模事業を活用して、貝野瀬地区で排水対策工事を２箇所計画しています。また、多面
的機能交付金事業では用悪水路の泥上げ作業が対象となりますので活用していただき、災害対策として、
排水路等の維持管理をお願いいたします。
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建
設
課

意　見 除雪について、村内事業者が減ってしまい、大雪警報等の時には、他の地区から重機を借り入れ対応を
お願いしたい。

村回答

村では村内の除雪路線を定めており、毎年、降雪前に村内事業者と調整会議を行っています。しかし、
建設事業者の減少により除雪作業の負担が大きくなっていることから、村で除雪車を購入し、事業者の
負担軽減と除雪体制の維持を図ります。また、大雪時には重機の確保に加え、オペレーターの確保も大
きな課題となっておりますので、地域内の生活道路の除雪では、地域の皆様のご理解とご協力をお願い
いたします。

意　見 上下水道管の老朽化について、12月から１月の間に３件の漏水があった。上下水道管の老朽化につい
ては全国的に問題となっており、計画的に更新を進めてほしい。

村回答

管路の老朽化については、全国的な課題であり、本村では、毎年度予算計上して埋設状況や過去の漏水
状況などを考慮しながら計画的に布設替え工事を行っています。また、農業集落排水事業区域の下水道
本管については、どのような工法が経済的で、利用者にご不便がないかを慎重に見極めながら、進めて
いきたいと考えています。

意　見
道路愛護等の奉仕作業について、戸数の減少や高齢化が進んでおり、負担が大きくなっている。みんな
自分の地区を綺麗にしたい気持ちはあるが、現実的にやれる範囲は少なくなっている。また、大規模農
道などは交通量も多く危険なので、そういった場所は村で対応してほしい。

村回答
道路愛護作業について、村としては、無理のない範囲で作業に取り組んでいただくことを基本とし、特
に交通量が多い場所や危険が伴う箇所については、安全を最優先に、村へご相談いただきながら対応し
て参りたい。

意　見 道路の凍結について、関越のトンネルを抜けてから菜の花館の上のカーブまでが冬季は長期期間凍結す
る。道横の木を伐採や民地で難しいのであれば電熱線を入れていただきたい。

村回答

冬季において日照条件の影響などにより、路面が凍結しやすい状況にあることは認識しております。沿
道の樹木を伐採し日照を確保することができれば、自然融解の促進になるところですが、当該箇所は民
地に関わる樹木であるため、対応には一定の調整が必要となります。また、ロードヒーターの設置につ
いては、設置工事費に加え、毎年多額の維持管理費用が必要となるため、慎重な検討が必要となります。

意　見 集中豪雨の対策について、昨今、ゲリラ豪雨等の降雨によって畑の土が流されることが増えている。道
路に流出した土砂の処理は予算化して村で対応が可能なのか。

村回答

土砂の流出により、道路の通行に支障をきたす場合など緊急時には村で対応していますが、予算にも限
りがありますので、なるべく耕作する畑周辺の土砂の流出については、耕作者の皆様に処理をお願いし
ております。また、表土の流出を未然に防ぐため、グリーンベルトの設置や土側溝等による雨水対策な
ども、ご協力をお願いいたします。

教
育
委
員
会

意　見 学校建設候補地について、学校建設候補地の変更経緯や中学校の洪水浸水想定区域について、どのよう
な考えなのか。

村回答

建設委員会時にあった２候補地が残らなかったのは、他の候補地より優位性が見いだしにくいため一部
候補地を除外し、公共施設の隣接地という利点があることから、新たに候補地に加えたものです。次に、
「洪水浸水想定区域」については、昭和中学校建設後に水防法改正によって導入されたもので、浸水対策
を含めメリット･デメリットの協議を進めているところです。昭和村統合小中学校推進協議会の経過に
ついては、村のHPにて確認してください。

意　見
昭和中学校の制服について、昭和中の女性の制服が10万と非常に高額に感じている。制服を着る機会
も少ない。村内には制服のリユース事業を考えている方がいるようなので、村と連携して制服を無駄に
しないように回せる仕組みができるといい。また、統合後の制服については高額にならないよう検討し
てもらいたい

村回答

制服等の購入は、物価高騰の中で家計への負担も大きいと推測さ
れます。村では中学校入学時に５万円の入学祝い金制度をスター
トいたしました。そうした中、制服のリユース活用も経費削減の
対応策の一つであると考えられますが、都市圏と比べて提供者の
人数も限られることが想定されます。また、制服のサイズや制服
の状態などのマッチングの難しさをどうするか、福祉的側面から
民間の力を借りられないか等を調査･研究していきたいと考えま
す。また、統合小中学校の制服については、今後「準備委員会（仮）」
等、制服に関わることも含めた協議を行う会議体を立ち上げて検
討していきたいと考えております。

令和８年４月15日・第122号
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一 般 質 問一 般 質 問

重要伝統的建造物群保存地区
指定について
村長村長　�現段階では、登録に向け熟考段階で
ある

過
去
の
取
り
組
み
が

立
ち
消
え
に
な
っ
た

要
因
や
経
緯
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
の

か
。

答　
村
長

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人『
街・建
築・

文
化
再
生
集
団
』（
通
称
Ｒ
Ａ

Ｃ
）」に
よ
り
平
成
11
年
か
ら

進
め
ら
れ
た
。
平
成
16
年
に

は
Ｒ
Ａ
Ｃ
、
教
育
委
員
会
、

村
内
の
社
寺
仏
閣
の
調
査
が

行
わ
れ
、
翌
年
に
は
養
蚕
農

家
の
家
屋
の
保
全
調
査
に
対

す
る
助
成
事
業
へ
申
請
を
し

た
が
、
不
採
択
に
な
っ
た
た

め
で
あ
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通

し
て
、
村
の
課
題
や

今
後
へ
の
示
唆
を
得
る
こ
と

が
出
来
た
の
か
。

答　
村
長

　
２
回
の
現
地
視
察
、
基
調

講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実

施
し
、
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参

加
し
た
。
村
内
に
残
る
養
蚕

古
民
家
群
は
歴
史
を
伝
え
る

問問 答
村　
長

答
村　
長

貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
、

そ
の
景
観
は
村
の
大
き
な
魅

力
で
あ
る
と
認
識
し
た
。
同

時
に
重
伝
建
指
定
の
主
要
な

課
題
や
示
唆
を
得
た
。

重
伝
建
登
録
に
つ
い

て
、
村
と
し
て
の
方

向
性
と
認
識
は
。

答　
村
長

　
登
録
及
び
そ
の
環
境
を
保

全
す
る
た
め
に
は
、
条
例
の

整
備
や
専
門
職
員
の
配
置
、

さ
ら
に
は
様
々
な
規
制
が
課

さ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

る
。
村
の
文
化
遺
産
を
保
護

し
、そ
の
価
値
を
広
く
伝
え
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
有

効
な
選
択
肢
で
あ
る
。
意
義

の
メ
リ
ッ
ト
、
制
約
や
課
題

を
整
理
し
、
よ
り
良
い
判
断

が
出
来
る
よ
う
努
め
る
。

問答
村　
長

林
　
　
勝
美
議
員

実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
た
農
家
か

ら
の
評
価
や
意
見
、
ま
た
Ｊ

Ｒ
側
の
メ
リ
ッ
ト
や
意
義
は

何
か
。

答　
村
長

　
こ
ん
に
ゃ
く
堀
り
体
験
を

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
研

修
や
意
見
交
換
を
実
施
し

た
。
そ
こ
で
双
方
の
メ
リ
ッ

ト
や
意
義
を
確
認
し
た
。
現

実
的
な
取
り
組
み
は
、
こ
れ

か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
方
向
性

は
。

答　
村
長

　
利
根
沼
田
農
協
を
加
え
た

３
者
間
で
協
議
し
、
援
農
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
利
根
沼
田
に
広

げ
て
い
く
。
バ
イ
ト
ア
プ
リ

「
ｄ
ａ
ｙ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
」の
普
及

活
用
を
図
り
、
農
業
に
関
わ

り
が
な
い
方
に
も
、
農
業
を

体
験
し
て
い
た
だ
く
機
会
を

提
供
す
る
。
農
繫
期
の
労
働

力
不
足
の
課
題
や
Ｊ
Ｒ
の
副

業
を
通
じ
た
生
産
者
と
の
交

流
を
進
め
る
。
課
題
の
把
握

と
地
域
と
連
携
し
た
施
策
検

討
を
行
い
、
農
業
の
持
続
可

能
な
未
来
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
く
。

問問 Ｊ
Ｒ
東
日
本
高
崎
支
社
と
の

援
農
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

答
村　
長

答
村　
長

村
長
村
長
　　��「
Ａ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
提
案
を
受

け
、
援
農
支
援
活
動
を
受
け
入
れ
た
。

援
農
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
参
加
す
る

援
農
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
参
加
す
る

Ｊ
Ｒ
職
員

Ｊ
Ｒ
職
員
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一 般 質 問一 般 質 問

答　
村
長

　
郷
土
の
自
然
を
学
ぶ
具
体

的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活

用
し
、
自
ら
の
足
で
歩
く
こ

と
で
郷
土
愛
を
育
む
機
会
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

船ヶ鼻登山道付近の活用および
整備について

村長村長　�教育・観光・環境保全を考えていく

百
名
山
赤
城
山
を
昭

和
村
か
ら
登
る
こ
と

が
で
き
る
船
ヶ
鼻
登
山
道
。

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
地
元

の
小
中
学
生
に
体
験
し
て
も

ら
い
、
自
然
を
肌
で
感
じ
て

も
ら
い
た
い
。
学
校
行
事
や

課
外
授
業
等
に
取
り
入
れ
て

も
ら
う
事
は
で
き
な
い
か
。

問

答
村　
長

沢
浦
　
典
子
議
員

登
山
道
は
も
と
よ

り
、
結
婚
の
森
の
山

桜
、
そ
ば
の
花
、
そ
し
て
谷

川
・
武
尊
と
遠
く
に
見
え
る

山
々
、
さ
ら
に
夜
に
な
れ
ば

空
い
っ
ぱ
い
の
星
。
ぜ
ひ
、

観
光
地
と
し
て
人
を
呼
ぶ
為

に
キ
ャ
ン
プ
場
の
新
設
を
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
、
山
頂

に
ト
イ
レ
を
置
く
こ
と
で
登

山
者
も
安
心
し
て
登
山
が
で

き
る
の
で
は
。

答　
村
長

　

キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て

は
、
環
境
保
全
や
法
規
制
の

観
点
を
踏
ま
え
つ
つ
慎
重
に

考
え
る
。
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
、
船
鼻
岳
遊
会
の
方
々
と

相
談
し
な
が
ら
話
を
進
め
て

い
き
た
い
。

山
林
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
登
山
者

の
安
全
を
守
る
。
見
渡
し
が

よ
く
な
る
こ
と
で
、
獣
も
遠

ざ
か
る
、
ま
た
、
間
伐
材
等

も
利
用
で
き
る
。
山
林
整
備

は
必
要
な
の
で
は
。

答　
村
長

　

登
山
道
周
辺

は
、
国
有
林
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
利

根
沼
田
森
林
管
理

署
と
緊
密
に
連
絡

し
、
計
画
的
な

整
備
の
実
施
を
働

き
か
け
て
い
き
た

い
。

問

問 答
村　
長答

村　
長

登山道から見える景色登山道から見える景色

船ヶ鼻登山道山頂船ヶ鼻登山道山頂
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一 般 質 問一 般 質 問

村民憲章を礎にした村づくりを

村長村長　��礎とし将来を見据え財政面を考えて
進めたい

林
　
　
栄
一
議
員

合
併
30
周
年
記
念
に

向
け
制
定
さ
れ
た
村

民
憲
章
は
、
村
づ
く
り
に
活

か
し
て
い
る
の
か
。
村
民
憲

章
に
対
す
る
認
識
と「
村
の

木
は
桜
」で
あ
る
中
、
婚
姻

者
記
念
植
樹
事
業
を
廃
止
し

た
考
え
、
今
後
の
結
婚
の
森

の
利
活
用
は
。

答　
村
長

　
村
民
憲
章
の
碑
は
、
新
庁

舎
に
移
転
し
て
か
ら
も
、
玄

関
前
に
設
置
。
村
の
基
本
理

念
で
あ
り
理
想
像
で
、
非
常

に
重
要
と
考
え
る
。
平
成
13

年
度
か
ら
婚
姻
者
記
念
植

樹
を
実
施
。「
人
生
の
記
念

に
木
を
植
え
る
」希
望
者
が

年
々
減
少
。
植
樹
場
所
も
限

ら
れ
、
廃
止
を
決
め
た
。
今

後
は
定
期
的
に
除
草
作
業

等
、
適
切
な
管
理
を
行
い
、

新
た
な
活
用
方
法
を
模
索
し

た
い
。

答　
住
民
課
長

　
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

で
、
職
員
が
村
の
将
来
を
真

剣
に
考
え
、
目
標
の
約
千
本

全
国
的
に
い
じ
め
や

不
登
校
の
問
題
が
報

じ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
村
に

も
同
様
な
実
態
が
あ
る
の

か
。
特
に
小
中
学
校
で
は
、

い
じ
め
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
、
早
期
発
見
や
対
応
、
適

切
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

る
が
、
現
状
と
改
善
策
は
。

答　
教
育
長

　
い
じ
め
の
苦
痛
に
軽
い
重

い
の
区
別
は
な
い
。
受
け
た

本
人
が
嫌
だ
と
感
じ
た
の
は

全
て「
い
じ
め
」と
認
知
。
村

内
３
小
学
校
で
年
度
に
10

件
、
中
学
校
で
２
～
３
件
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。
教
職

員
や
支
援
員
の
連
携
と
観
察

問答
村　
長

の
桜
植
樹
を
達
成
。
次
の
段

階
へ
進
め
る
好
機
と
考
え
た
。

等
に
よ
る
発
見
に
心
掛
け
、

早
期
認
知
と
解
決
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
る
。

不
登
校
は
心
理
的
・

情
緒
的
要
因
や
家
庭

環
境
が
影
響
し
て
い
る
と
さ

れ
る
が
、実
態
と
支
援
策
は
。

答　
教
育
長

　
事
情
は
個
々
様
々
で
、
一

概
に
括く

く
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
各
学
校
で
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
保
護
者
や
本

人
と
の
繋
が
り
を
確
保
し
て

い
る
。
県
が
示
す
ユ
ニ
パ

ス
の
理
念
に「
一
人
一
人
の

多
様
な
生
き
方
や
学
び
を
大

「
新
し
い
人
の
流
れ

の
創
出
」で
、
長
期

展
望
の
上
で
昭
和
村
が
限
り

な
い
躍
進
に
繋
が
る
よ
う
、

村
民
憲
章
の
基
本
理
念
を
礎

に
し
た
村
づ
く
り
を
進
め
て

欲
し
い
。

切
」に
す
る
た
め
、
未
来
塾

や
県
の「
つ
な
サ
ポ
」な
ど
多

様
な
学
び
を
確
保
し
進
め
て

い
る
。

保
護
者
た
ち
の
研
修

の
場
や
地
域
社
会
が

見
守
り
、
い
じ
め
や
不
登
校

を
解
消
さ
せ
る
取
り
組
み

が
、更
に
必
要
と
考
え
る
が
。

答　
教
育
長

　
年
々
複
雑
化
・
多
様
化
し

て
い
る
。
全
て
の
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
教
育
を
受
け
る

環
境
づ
く
り
に
、
関
係
機
関

や
地
域
と
の
連
携
の
在
り
方

な
ど
、調
査
研
究
を
し
た
い
。

問

問

問

問

い
じ
め
や
不
登
校（
ユ
ニ
パ
ス
）の
実
態
と
支
援
策
は

答
教
育
長

答
教
育
長

答
教
育
長

答　
村
長

　
具
体
的
な
村
づ
く
り
の
方

向
性
を
示
す「
総
合
計
画
」や

「
総
合
戦
略
」で
、
将
来
を
見

据
え
財
政
面
を
考
え
進
め
た

い
。

教
育
長

教
育
長
　　��

地
域
と
の
連
携
の
在
り
方
な
ど
調
査
研
究
を
し
た
い

答
村　
長

答
住
民
課
長

庁舎前の村民憲章の庁舎前の村民憲章の
碑碑
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建
設
候
補
地
絞
り
込

み
の
た
め
の
、
評
価

方
法
の
協
議
は
。

答　
教
育
長

　
１
月
17
日
に
、
６
候
補
地

の
現
地
確
認
を
実
施
し
、
同

時
に
、
今
後
も
判
断
に
必
要

と
す
る
観
点
と
評
価
の
検
討

を
重
ね
た
。
１
月
27
日
に
、

絞
り
方（
案
）の
一
部
を
修
正

し
、
候
補
地
評
価
シ
ー
ト
を

提
示
し
た
。
こ
の
中
で
、
洪

水
浸
水
想
定
地
域
の
説
明
要

望
、
建
設
費
見
積
も
り
資
料

要
求
が
出
さ
れ
た
。
２
月
20

日
に
、
洪
水
浸
水
想
定
地
域

の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
ま

た
、
建
設
費
総
額
が
村
の
年

間
予
算
の
2
倍
近
い
額
ま
で

膨
ら
ん
で
い
る
た
め
、
財
政

面
を
踏
ま
え
た
事
業
規
模
の

見
直
し
の
必
要
性
を
理
解
し

た
。

　
評
価
シ
ー
ト
を
先
送
り
に

し
た
。
評
価
シ
ー
ト
の
原
案

は
出
し
た
け
れ
ど
も
、
項
目

内
容
、
何
点
ぐ
ら
い
で
評
価

を
し
て
い
く
か
も
全
て
推
進

問 建
設
候
補
地
選
定
の
た
め
の
、
評
価
方
法
は

教
育
長

教
育
長
　　��

候
補
地
の
評
価
シ
ー
ト
を
基
に
し
た
協
議
を
進
め
、
協
議
会
に

お
け
る
建
設
候
補
地（
案
）を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る

答
教
育
長

義務教育学校建設候補地への思い、
願いは
村長村長　�子どもたちが伸び伸びと生き生きと学問に

励める候補地でなければならない

村
長
は
、
就
任
以

降
、
学
校
問
題
に
つ

い
て
、
執
行
機
関
と
議
会
の

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
明
確
に

し
、
実
務
を
担
う
教
育
委
員

会
が
取
り
組
み
や
す
い
よ

う
、
様
々
な
環
境
を
整
理
し

て
き
ま
し
た
。
村
の
最
高
責

任
者
と
し
て
、
候
補
地
の
絞

り
込
み
つ
い
て
の
、
思
い
、

願
い
を
お
伺
い
し
た
い
。

問

堤
　
　
宏
康
議
員

答　
村
長

　
ソ
フ
ト
面
の
充
実
が
ま
ず

第
一
。そ
の
上
の
ハ
ー
ド
面
。

推
進
協
議
会
の
ほ
う
で
し
っ

か
り
と
練
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
が
本
当
に
伸
び
伸
び
と
生

き
生
き
と
学
問
に
励
め
る
候

補
地
を
絞
り
込
ん
で
も
ら
い

た
い
。

委
員
と
練
り
合
わ
せ
な
が
ら

変
化
し
て
い
く
。

　
今
後
は
、
候
補
地
の
評
価

シ
ー
ト
を
基
に
し
た
協
議
を

進
め
、
協
議
会
に
お
け
る
建

設
候
補
地（
案
）を
決
定
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
後
付
の
評

価
で
特
定
の
候
補
地

が
有
利
と
な
る
こ
と
が
な
い

か
確
認
し
た
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
取
組
の
経
緯
が
分
か
る

よ
う
、
協
議
会
の
１
年
間
の

会
議
録
等
を
整
理
し
て
、
住

問
昭
和
村
の
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
通
い
た
い
と
思
う

学
校
で
あ
り
、
ま
た
、
真
に

一
つ
の
村
の
象
徴
と
な
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
村
民
の
方
々
の

ご
理
解
ご
協
力
を
得
ら
れ
る

よ
う
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う

な
手
順
で
、「
建
設
候
補
地

選
定
基
準
」が
決
定
さ
れ
た

か
。

答　
教
育
長

　

推
進
協
議
会
に
お
い
て
、

事
務
局
側
が
原
案
を
出
し
て

推
進
協
議
会
に
諮
り
、
そ
の

方
向
性
を
共
有
し
た
後
に
決

定
し
て
い
る
。

民
に
伝
わ
る
よ
う
公
開
す
る

こ
と
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

協
議
会
も
含
め
、
教
育
委
員

会
と
し
て
の
予
定
、
特
に
、

昭
和
村
総
合
教
育
会
議
に
お

い
て
の
報
告
、
教
育
大
綱
へ

の
位
置
づ
け
等
の
方
向
性
は
。

答　
教
育
長

　
８
年
度
中
に
建
設
候
補
地

が
決
め
ら
れ
、
基
本
計
画
の

策
定
に
取
り
組
み
た
い
。

　
協
議
会
案
と
し
て
絞
ら
れ

た
段
階
で
、
地
域
説
明
会
、

区
長
会
等
へ
の
説
明
と
な

る
。
ま
た
、
総
合
教
育
会
議

を
村
長
に
打
診
し
、
共
有
を

図
り
た
い
。

答
教
育
長

答
村　
長

問

ア
フ
レ

答
教
育
長
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統合校の場所は
村民投票に準ずる方法で
教育長教育長　�対話を通じ透明性のある候補地選

定を進めていきたい

林
　
　
幸
司
議
員

①
経
過
や
進
捗
状
況

に
つ
い
て
説
明
を
。

②
イ
ン
タ
ー
隣
接
地
と
開
発

規
模
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

③
県
企
業
局
に
事
業
主
体
を

要
請
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

答　
村
長

　

①
担
当
職
員
を
配
置
し
、

関
屋
工
業
団
地
周
辺
を
６
カ

所
に
区
分
し
、計
１
５
２
筆
、

面
積
38
万
７
９
１
３
㎡
を
確

認
。
ほ
ぼ
農
地
が
占
め
て
い

ま
す
。次
に
、オ
ー
ダ
ー
メ
ー

ド
候
補
地
５
カ
所
、
面
積
15

万
６
２
５
８
㎡
、
全
て
山
林

や
雑
種
地
の
調
査
を
実
施
。

県
と
協
議
を
行
い
、
農
地
を

極
力
外
す
こ
と
が
適
切
と
助

言
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

②
イ
ン
タ
ー
隣
接
候
補

地
、
山
林
と
農
地
約
９
万
㎡

は
、
農
転
許
可
が
出
た
場

合
、
候
補
地
は
可
能
。
望
郷

ラ
イ
ン
上
は
、
保
安
林
解
除

①
総
合
運
動
公
園
が

白
紙
撤
回
と
な
っ
た

教
訓
は
。
②
最
終
的
な
場
所

の
法
的
決
定
権
は
。
③
場
所

は
村
民
投
票
又
は
そ
れ
に
準

ず
る
方
法
で
決
め
る
べ
き
で

は
。
そ
も
そ
も
ス
ク
ー
ル
バ

ス
は
何
㎞
以
上
で
運
行
す
る

の
か
。
候
補
地
別
の
建
設
費

用
推
計
も
公
表
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　
村
長

　
①
建
設
場
所
の
議
論
が
先

行
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
体

制
が
適
切
で
な
か
っ
た
こ

と
。
村
民
と
の
合
意
形
成
に

お
い
て
十
分
な
説
明
、
理
解

が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
進
ん
で

し
ま
っ
た
点
と
な
り
ま
す
。

　

②
場
所
の
法
的
決
定
権

は
、
学
校
設
置
条
例
と
予
算

の
決
定
に
議
会
の
議
決
が
必

要
で
、
こ
れ
が
可
決
さ
れ
た

場
合
に
、
義
務
教
育
学
校
の

場
所
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

答　
教
育
長

　
②
統
合
小
中
学
校
推
進
協

議
会
は
、
村
長
に
提
言
を
行

う
こ
と
が
目
的
、
決
定
権
を

問

①
経
過
説
明
を
。

②
現
在
地
で
の
建
替

え
、
又
は
既
存
施
設
の
改
修

を
求
め
ま
す
。

答　
村
長

　
①
老
朽
化
に
伴
い
建
替
え

計
画
を
伝
え
、
分
団
員
の
希

望
が
最
も
多
か
っ
た
場
所

は
、
現
在
地（
旧
Ｊ
Ａ
貝
野

瀬
支
所
）で
し
た
。

　
②
場
所
の
選
定
、
建
替
え

又
は
耐
震
改
修
な
ど
、
本
団

及
び
８
分
団
と
の
協
議
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

持
つ
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
③
住
民
説
明
会
を
実
施
し
、

ご
意
見
を
伺
い
対
話
を
通
じ

て
透
明
性
の
あ
る
候
補
地
選

定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
関
係
は
想

定
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
候

補
地
選
定
の
大
変
重
要
な
要

素
と
認
識
し
て
お
り
、
河
岸

段
丘
地
形
、
酷
暑
、
線
状
降

水
帯
、
熊
の
出
没
等
を
考
慮

し
、文
科
省
の
中
学
校
６
㎞
、

小
学
校
４
㎞
よ
り
も
内
側
の

距
離
で
進
め
た
い
。

　
予
算
額
を
大
幅
に
超
え
た

建
設
費
用
試
算
は
、
見
直
し

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
資
料

は
広
報
に
掲
載
し
ま
す
。

答
村　
長

答
教
育
長

答
村　
長

答
村　
長

新
工
業
団
地
の
進

捗
状
況
は

消
防
８
分
団
の
詰

所
は

村
長
村
長
　　��

候
補
地
を
模
索

し
て
い
ま
す

村
長
村
長
　　��

建
替
え
改
修

な
ど
協
議

問 が
必
要
と
な
り
難
し
い
。
道

の
駅
隣
接
地
は
優
良
農
地
で

農
振
除
外
が
課
題
と
な
り
難

し
い
。
開
発
規
模
は
、
20
㌶

以
上
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
③
県
候
補
地
選
定
基
準
を

満
た
し
て
お
ら
ず
、
県
企
業

局
に
事
業
要
請
を
行
う
段
階

に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

問

森下関屋工業団地森下関屋工業団地
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致
対
象
業
種
、
企
業
の
選
定

基
準
を
策
定
し
た
い
。

　
ま
た
、
本
村
の
発
展
に
最

も
貢
献
し
得
る
企
業
の
誘
致

を
進
め
た
い
。

若者に魅力ある建設業に

村長村長　�労働環境の整備・適切な休日設定が
望まれます

関
屋
工
業
団
地
の
４

社
以
降
、
新
た
な
企

業
誘
致
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
の
具
体
的
な
推
進

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

答　
村
長

　
本
村
の
持
続
的
発
展
と
活

力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に

不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
新
た
な
工
業
団
地
の

問

造
成
に
向
け
、
候
補
地
の
調

査
を
慎
重
に
進
め
て
い
る
段

階
と
な
っ
て
お
り
、
候
補
地

が
明
確
化
さ
れ
た
後
、
速
や

か
に
村
の
将
来
像
に
合
う
誘

村
内
建
設
業
者
減
少

傾
向
に
あ
り
、
除
雪

や
災
害
復
旧
と
い
っ
た
喫
緊

か
つ
重
要
な
事
業
が
困
難
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

で
す
。

　
そ
こ
で
村
が
安
心
・
安
全

で
あ
る
た
め
に
、
村
内
業
者

の
育
成
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
方
針
、
ま
た
施
策
を
お

考
え
か
。

答　
村
長

　

冬
季
除
雪
作
業
５
社
と

な
っ
て
い
ま
す
。
業
界
で
は

人
手
不
足
と
労
働
者
の
高
齢

化
と
若
年
層
の
建
設
業
離
れ

が
顕
著
で
あ
り
、
極
め
て
重

大
な
課
題
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
村
内

業
者
の
育
成
に
つ
い
て
は
、

労
働
環
境
の
整
備
と
適
切
な

休
日
設
定
が
不
可
欠
で
あ

り
、
上
級
官
庁
同
様
に
、
無

理
の
な
い
工
期
の
設
定
や
除

雪
機
械
に
つ
い
て
は
村
で
購

入
し
、
委
託
発
注
す
る
な
ど

考
え
て
お
り
ま
す
。

問答
村　
長

加
藤
　
　
生
議
員

村
内
建
設
業
者

減
少
の
危
惧

企
業
誘
致
の
進

捗
状
況
は

村
長
村
長
　　��

入
札
参
加
資

格
業
者
５
社

村
長
村
長
　　��

候
補
地
の
調
査
を

進
め
て
い
ま
す
。

答
村　
長

電子入札電子入札

昭和インター・関屋工業団地俯瞰昭和インター・関屋工業団地俯瞰
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一 般 質 問一 般 質 問

訪
問
理
美
容
と
は
、

理
美
容
師
が
自
宅
や

施
設
な
ど
に
出
向
い
て
、
髪

の
毛
の
カ
ッ
ト
や
シ
ャ
ン

プ
ー
・
ヘ
ア
カ
ラ
ー
等
の
理

美
容
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

　
県
内
35
自
治
体
の
内
、
高

齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
利
用

料
の
助
成
制
度
を
行
っ
て
い

ま
す
。
心
身
の
健
康
の
た
め

の
村
民
に
優
し
い
助
成
制
度

を
求
め
ま
す
。

義
務
教
育
が
終
了
す

る
と
、
高
校
進
学
や

職
業
に
就
く
等
、
社
会
へ
旅

立
ち
ま
す
。

　

そ
の
と
き
の
子
ど
も
達

と
、
保
護
者
の
思
い
は
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
卒
業
祝
い
と
、
社
会
へ
の

旅
立
ち
の
エ
ー
ル
を
込
め

た
、
義
務
教
育
卒
業
祝
い
金

の
新
設
を
求
め
ま
す
。

答　
村
長

　
高
齢
者
等
に
対
す
る
、
訪

問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
が
、
心

身
の
健
康
維
持
や
生
活
の
質

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
は
、

十
分
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
尊
厳

を
持
っ
て
、
暮
ら
し
続
け
る

た
め
の
支
援
は
、
本
村
の
福

祉
施
策
に
お
け
る
重
要
な

テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。

　
答　
村
長

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
節

目
を
祝
い
、
応
援
と
い
う
提

案
の
趣
旨
は
、
村
の
未
来
を

考
え
る
上
で
大
変
重
要
。

　
今
後
義
務
教
育
学
校
開
校

の
節
目
を
見
据
え
た
、
子
ど

も
達
に
と
っ
て
、
真
に
有
効

な
支
援
の
在
り
方
を
、
財
源

等
も
含
め
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

問

問

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
助
成
制
度
を

義
務
教
育
卒
業
祝
金（
満
15
歳
時
）の
新
設
を

村
長
村
長
　　��

導
入
自
治
体
の
運
用
状
況
等
を

調
査
・
研
究

村
長
村
長
　　��

義
務
教
育
学
校
開
校
の
節
目
を

見
据
え
真
に
有
効
な
支
援
研
究

答
村　
長

利根沼田望郷ライン線最南端から、
渋川市赤城町に向かう道路整備を
村長村長　�関係市町村との協議・費用対効果の　
検証が必要

本
村
は「
や
さ
い
王

国
昭
和
村
」を
掲
げ
、

首
都
圏
の
台
所
と
し
て
、
新

鮮
野
菜
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
物
流
面
も
関
越
高
速
道

路
や
昭
和
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
線
と
充
実
が
図
ら
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
利
根
沼

田
望
郷
ラ
イ
ン
と
し
て
整
備

さ
れ
た
道
路
は
、
本
村
内
の

村
道
桂
坂
線
ま
で
で
、
そ
こ

か
ら
南
側
の
渋
川
市
赤
城
町

へ
と
は
繋
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問

　
そ
こ
で
、
望
郷
ラ
イ
ン
が

整
備
さ
れ
る
事
に
よ
り
、
生

産
者
に
と
っ
て
は
、
冬
季
等

の
耕
作
地
と
し
て
、
ア
ク
セ

ス
が
向
上
し
、
基
幹
産
業
の

農
業
も
さ
ら
に
発
展
す
る
と

考
え
ま
す
。

　

景
観
も
豊
か
で
す
の
で
、

観
光
目
的
に
も
繋
が
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
望
郷
ラ
イ
ン
の

前
橋
方
面
へ
の
延
長
と
、
そ

の
計
画
の
策
定
・
推
進
を
求

め
ま
す
。

佐
藤
　
好
美
議
員

　
答　
村
長

　
望
郷
ラ
イ
ン
が
、
赤
城
町

を
通
過
し
、
前
橋
方
面
ま
で

接
続
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

利
便
性
が
向
上
し
、
農
業
や

観
光
の
振
興
が
は
か
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
望
郷
ラ
イ
ン
を
延
長
す
る

た
め
に
は
、
関
係
市
町
村
と

の
十
分
な
協
議
と
協
力
、
費

用
負
担
を
含
め
た
理
解
を
得

る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
費

用
対
効
果
を
総
合
的
に
検
証

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

答
村　
長

答
村　
長

望郷ライン最南端望郷ライン最南端
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問
追跡追跡
シリーズ　　
44 定

住
促
進
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
創
設

　
議
員
が
行
う
提
言
な
ど
は
、
村
政
に

ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
要
望
等
は
、
ど
の
よ
う
に

処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。
請
願
・
陳
情

を
含
め
て
、
そ
の
後
の
経
過
を
追
跡
し

ま
し
た
。

　大学入学・在学中に係る資金について、奨学金を借り受け、将来
において本村に貢献・定住する等、意欲がある若者に対して、奨学
資金返済に対する給付の制度を設けて欲しいとの一般質問がされ
ました。
　将来、昭和村の若者定住化に繋がる支援であるという趣旨です。

　村当局は、大学卒業後、本村居住を条件とした給付型奨学金給付
制度の導入は、村の将来を担う意欲のある若者の経済的負担をなく
し、若者の定住化を進めるのに効果があると考えます。
　今後、積極的に調査・研究していきますとの回答がありました。

その後
　若者の定住化促進のため、35歳未満の村内居住者に対し、
年度内に返済した奨学金について、年間10万円を上限に、５
年間補助するための、新制度ができました。
　補助金の一部は特別交付税の対象になります。

令和６年度支給者（実績）…………………６人
令和７年度支給予定者（見込み）…………18人
令和８年度支給予定者（新年度予算）……20人

　※令和８年３月18日現在

あ
の
問問
題題
は
今今
…

答

答　
村
長

　
高
齢
者
等
に
対
す
る
、
訪

問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
が
、
心

身
の
健
康
維
持
や
生
活
の
質

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
は
、

十
分
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
尊
厳

を
持
っ
て
、
暮
ら
し
続
け
る

た
め
の
支
援
は
、
本
村
の
福

祉
施
策
に
お
け
る
重
要
な

テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。
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人

地
域
地
域
で
が
ん
ば
る

シ
リ
ー
ズ
70

大
河
原
小
児
童
へ
語
り
継
ぐ

　
赤
城
高
原
開
拓
時
代
の
思
い
出
を

　
久
し
振
り
に
大
河
原
小
学
校
か
ら
頼
ま

れ
、
赤
城
高
原
開
拓
時
代
の
思
い
出
を
、

六
年
生
に
話
し
ま
し
た
。
開
墾
す
る
際
に

使
用
し
た
ト
ン
ビ
鍬
を
持
っ
て
行
き
、
感

触
を
確
か
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
私
は
現
在
93
歳
。
入
植
し
た
の
は
終
戦

翌
年
の
昭
和
21
年
６
月
で
、13
歳
で
し
た
。

開
拓
当
時
、
ま
ず
雨
露
を
し
の
ぐ
小
屋
を

建
て
ま
し
た
が
、
カ
ヤ
を
刈
っ
て
屋
根
や

壁
に
し
た
の
で
、
雨
漏
り
し
ま
し
た
。
む

し
ろ
を
敷
い
た
座
敷
を
造
り
、
囲
炉
裏
で

食
事
の
用
意
を
し
ま
し
た
が
、
食
糧
は
主

に
軍
馬
用
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
コ
ー
リ
ャ

ン
で
、
ニ
シ
ン
は
ご
馳
走
で
し
た
。

　
開
墾
に
使
う
農
具
も
完
全
な
も
の
は
な

く
、
戦
時
中
は
陸
軍
の
演
習
場
だ
っ
た
原

野
は
、
藤
つ
る
や
バ
ラ
が
生
え
、
ト
ン
ビ

鍬
で
土
を
掘
り
起
こ
す
作
業
は
重
労
働
で

し
た
。
開
墾
は
ス
ジ
掘
り
で
、
大
豆
や
小

豆
、
ア
ワ
な
ど
を
播
く
の
で
す
が
、
そ
の

種
さ
え
入
手
困
難
で
前
途
多
難
を
極
め
ま

し
た
。

　
こ
の
地
域
は
昔
か
ら
水
が
無
く
、
約
３

㎞
離
れ
た
出
入
の
湧
水
地
へ
約
一
時
間
半

か
け
て
、
毎
日
の
よ
う
に
水
を
汲
み
に
行

き
ま
し
た
。
風
呂
は
野
外
に
据
え
ら
れ
た

ド
ラ
ム
缶
の
五
右
衛
門
風
呂
で
、
貸
し
借

り
は
常
で
し
た
。

　

私
は
自
分
の
体
験
か
ら「
人
は
困
難
に

ぶ
つ
か
っ
た
時
ほ
ど
、
知
恵
や
力
が
発
揮

で
き
る
し
、
努
力
を
続
け
れ
ば
結
果
は
つ

い
て
く
る
」と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
今
で
は
、
大
規
模
営
農
に
よ
る
高
原
野

菜
の
産
地
と
な
り
、
や
さ
い
王
国
と
し
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
時
間
内
で
話
す
に
は
限
界
が

あ
り
ま
し
た
が
、
高
崎
市
の
鈴
木
越
夫
氏

が
、
私
の
開
拓
時
代
な
ど
に
つ
い
て
記
し

た
戦
時
中
の
く
ら
し
と「
赤
城
高
原
開
拓

物
語
」を
出
版
。私
も
赤
城
開
墾「
水
が
命
」

─
戦
後
を
生
き
抜
く
開
拓
者
の
記
録
─
を

出
版
し
た
の
で
、
よ
り
正
確
に
当
時
の
出

来
事
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
２
冊
と
も
村
公
民
館
へ
寄
贈
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
元
気
な
う
ち
は
、
こ

れ
か
ら
も
語
り
継
い
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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３
月
定
例
会
で
新
年
度
予
算

が
成
立
し
、
８
年
度
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
人
の
活
躍

で
、
た
く
さ
ん
の
勇
気
と
感
動

を
与
え
て
も
ら
っ
た
と
感
じ
た

の
は
、
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
春
は
就
職
や
進

学
で
村
を
離
れ
て
い
く
人
も
多

い
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
皆
さ
ん

が
、
昭
和
村
に
帰
り
た
い
と
思

う
村
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
議
会
だ
よ
り
の

感
想
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

親
し
み
や
す
い
紙
面
作
り
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

沢
浦　
典
子　
記

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
林　
　
栄
一

　
副
委
員
長　
藤
井　
貞
充

　
委　
　
員

　
阿
部　
孝
司　
佐
藤　
好
美

　
堤　
　
宏
康　
沢
浦　
典
子

　
永
井　
一
行

議会だより
既刊号

トンビ鍬を持ち開拓当時を語るトンビ鍬を持ち開拓当時を語る

堀　道雄堀　道雄さん（追分）さん（追分）


